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ることを目的として，再送要求 (ARQ: Automatic Repeat reQuest) 方式の性能評価と各種の ARQ 方式に関し
て行った研究成果をまとめたものであり， 6 章から構成されている。
第 1 章は序論であり，本研究の目的ならび、に意義について述べている。
第 2 章では，衛星通信システムにおける誤り制御方式の特徴を整理するとともに ARQ方式の新しい評価法につい
て述べている D まず FEC (Foward Error Correction) 方式と ARQ 方式の両方を包含する通信路モデルを対象と
して Eb/No と帯域拡大率を定義し， ARQ 方式を BER 対 Eb/No および帯域拡大率により評価し， FEC 方式と
ARQ 方式を同一の尺度で評価比較することを可能にしている。
第 3 章では，高速デ、ィジタル伝送への適用を目的として，データ伝送速度を一定にできる定スループット ARQ方
式を提案し再送信号の時間領域を制限することにより， FEC 方式に比べて簡易な回路で高い信頼性を実現できる
ことを示している。
第 4 章では，双方向データ通信の伝送効率を高めることのできる ARQ方式について述べている口小型地球局を用
いた双方向データ通信では，帰還通信路の伝送誤りに起因する確認信号の消失が信号の再送を引き起こしスループッ
トが低下する。本章では，確認信号の返送に際して，過去の確認信号の履歴を共に返送する新しい ARQ 方式を提案
しこの方式を連続型 ARQ 方式の代表例である GBN 方式と SR 方式に適用してスループット特性の解析を行い，
帰還通信路の誤りの影響を実用上無視し得る程度に低減できることを示している。
第 5 章では，受信局数の増加と回線品質の劣化の各々に起因するスループットの低下を同時に軽減できる新しい同









(1)これまで異なる評価尺度が用いられていた FEC 方式と ARQ 方式の両者を包含する通信路モデルを設定し通
信路符号化技術の観点から両者を同一の尺度で評価比較することを可能にしている。





(4) リードソロモン符号を用いた新しい同報通信用ハイブリッド ARQ 方式を提案し，この方式が同報通信用 ARQ
方式に望まれる諸条件を満たすことを明らかにしている。
以上のように本論文は，ディジタル衛星通信システムにおける効率のよい ARQ 方式に関して多くの新しい知見を
得ており，通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
